
　

九
重
町
モ
ン
ゴ
ル
表
敬
訪
問
事
業
と
し
て
、
令
和
５
年
９
月
６
日
か
ら

１１
日
に
か
け
て
モ
ン
ゴ
ル
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
団
７
名
に
は
、
議
員

５
名
と
私
、
行
政
よ
り
１
名
が
参
加
し
、
清
水
武
則
元
在
モ
ン
ゴ
ル
特
命

全
権
大
使
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
同
行
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
の
目
的
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
最
も
有
名
な
温
泉
地
帯
の

一つ
で
あ
る
ツ
ェ
ン
ヘ
ル
・
ソ
ム（
郡
）及
び
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
・
ア
イ
マ
ク（
県
）

の
行
政
関
係
者
に
対
し
、
本
町
よ
り
表
敬
訪
問
並
び
に
Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
行

い
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
国
際
交
流
、
都
市
交
流
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
ツ
ェン
ヘ
ル
・
ソ
ム
に
お
い
て
は
、
今
後
の
相
互
交
流
に
向
け

て
協
議
を
始
め
る
「
覚
書
」を
ガ
ル
フ
―
ソ
ム
長
と
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ツ
ェ
ン
ヘ
ル
・
ソ
ム
、
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
・
ア
イ
マ
ク
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
、
議
会

関
係
者
に
対
し
本
町
お
よ
び
大
分
県
の
魅
力
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
九
重
町
へ
来
ら
れ
た
５０
名
の
方
々
に
も
、
郷
土
芸
能
の
披
露

に
よ
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
九
重
町
、
日
本
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
モ
ン
ゴ
ル（
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際
空
港
）へ
は
、
大
分
空
港
発
着
の
外
交

関
係
樹
立
５０
周
年
記
念
チ
ャ
ー
タ
ー
便（
直
行
便
）で
４
時
間
半
の
空
路
で

し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
は
面
積
１
５
６
万
㎢（
日
本
の
約
４
倍
）、人
口
３
４
５
万

人
の
雄
大
な
大
自
然
を
有
す
る
国
で
す
。
首
都
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
は
、
国

の
人
口
の
約
半
分
が
集
ま
る
大
都
市
で
、
中
心
部
に
は
高
層
ビ
ル
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、
商
業
施
設
、
建
設
中
の
ビ
ル
等
が
立
ち
並
び
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
人
口
密
集
の
影
響
か
ら
か
平
日
の
交
通
渋
滞

は
非
常
に
激
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一方
で
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
る
と
、

丘
陵
状
の
場
所
に一軒
家
が
市
街
地
を
取
り
囲
む
よ
う
に
密
集
し
て
お
り
、

更
に
そ
の
周
り
に
は
ゲ
ル
が
集
ま
って
い
ま
す
。
通
訳
の
方
に
尋
ね
た
と
こ
ろ

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
人
口
の
う
ち
約
７０
万
人
は
、
ゲ
ル
等
で
の
生
活
を
し
て

お
り
、
お
金
が
た
ま
っ
た
ら
家
を
建
て
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
一
帯
は
上
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
、

飲
料
水
な
ど
の
生
活
用
水
は
給
水
所
か
ら
購
入
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の

支
払
い
方
法
に
は
電
子
マ
ネ
ー
が
普
及
し
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の

ギ
ャッ
プ
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
若
い
人
の
姿
を

多
く
見
か
け
ま
す
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
６８
歳
、
女
性
は
７６

歳
で
高
齢
者
は
人
口
の
１
割
程
度
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
も
頷
け
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
離
れ
、
今
回
私
た
ち
が
訪
問
し
た
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
・

ア
イ
マ
ク
や
ツ
ェ
ン
ヘ
ル
・
ソ
ム
に
向
か
う
道
は
、
舗
装
さ
れ
て
い
る
も
の
の

道
路
状
態
は
良
い
と
は
言
え
ず
、
幹
線
道
路
か
ら
一
歩
入
る
と
大
草
原
の

中
の
轍
が
道
と
な
って
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
面
を
中
心
に
見
た
場
合
の
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
差
は

大
き
い
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
住
む
人
々
は

非
常
に
暖
か
く
、
人
を
も
て
な
す
心
に
は
敬
服
の
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
ツ
ェン
ヘ
ル
・
ソ
ム
へ
の
訪
問
で
は
、
ソ
ム
境
ま
で
の
出
迎
え
、
馬

乳
酒
、
伝
統
菓
子
な
ど
に
よ
る
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
来
訪
者
に
対
し
可

能
な
限
り
堪
能
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
心
遣
い
な
ど
、
若
い
方
た
ち
の
多
い

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
伝
統
も
重
ん
じ
た
そ
の
振
る
舞
い
は
心
に
強
く
残
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ツ
ェン
ヘ
ル
・
ソ
ム
で
訪
問
し
た
学
校（
１２
年
制
）で
は
、
子
供
た

ち
が
懸
命
に
学
習
を
し
て
い
ま
し
た
。「
将
来
、
日
本
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
か
ど
う
か
」の
問
い
に
は
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
笑
顔
で
手
を
挙
げ
て

い
ま
し
た
。

2年生

ツェンヘル・ソムの学校の様子

11年生

　本年度、九重町はモンゴルへの表敬訪問事業を実施しました。この事業は、九重町出身の元在モンゴル
特命全権大使である清水武則氏が架け橋となり実現しました。

九重町モンゴル表敬訪問事業レポート
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モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
経
済
状
況
を
数
値
で
見

る
と一
人
当
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
モ
ン
ゴ
ル

４
，８
６
３
Ｕ
Ｓ
＄
、
日
本
３
３
，
８
２
２
Ｕ
Ｓ

＄（
２
０
２
２
年 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
９
０
年
以
降
の
民
主
化
に
よ
り
急
速
な
経
済

成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
地
方
自
治
制

度
や
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
間
に
お
け
る
交
通
網
な
ど

を
考
慮
す
る
と
今
後
の
交
流
に
お
け
る
方
法
や
規

模
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
人
々
と
の
交
流

や
大
陸
の
風
景
、
歴
史
は
私
た
ち
の
感
性
を
揺
さ

ぶ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
モ

ン
ゴ
ル
は
こ
れ
か
ら
将
来
に
向
か
って
、
資
源
開
発

や
農
業
、
観
光
業
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
敬
訪
問
で
繋
が
り
を
得
た
ツ
ェ
ン
ヘ

ル
・
ソ
ム
、
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
・
ア
イ
マ
ク
と
デ
ジ
タ

ル
技
術
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
覚
書
で
確
認
し
た

相
互
訪
問
や
観
光
事
業
な
ど
「
温
泉
の
町
交
流
」

に
つ
い
て
の
協
議
を
継
続
的
に
行
い
、
自
治
体
の

発
展
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
表
敬
訪
問
事
業
は
、
清
水
武
則
元
在

モ
ン
ゴ
ル
特
命
全
権
大
使
の
ご
尽
力
が
無
け
れ
ば

実
施
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
清
水
氏
並

び
に
本
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
日
本
、
モ
ン

ゴ
ル
両
国
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
レ
ポ
ー
ト
と

し
ま
す
。

　
（
九
重
町
モ
ン
ゴ
ル
表
敬
訪
問
団

                              

団
長　
日 

野 

康 

志
）

ツェンヘル・ソム（郡）

◎�ツェンヘル・ソムは、6つの地域に分かれており、面積 3,200㎢、農地面
積 149,000ha、森林 82,000ha で、主産業は畜産、農業、観光。モンゴ
ルにおいて温泉で有名な地域。
◎�人口 6,188 人（女性 3,060人、男性 3,128人）、
　0～ 18歳 2,318 人、高齢者 681人。
◎�所帯数1,790のうち、1,533世帯が家畜を飼育（うち、牧畜世帯1389世帯）。
家畜数 366,700 頭（馬 4万、牛 7万、羊 16万、ヤギ 9万、端数は省略）。
◎�ツェンヘル温泉は源泉の温度が 87℃あり、内臓、皮膚に効能あり。その
他にも管内に数カ所の温泉がある。

ツェンヘル・ソム庁舎

民族衣装（デール）での歓迎

放牧の様子（ツェンヘル・ソム）

ガルフ―ソム長との覚書の締結（ツェンヘル・ソム）

ツェンヘル温泉

【覚書概要】
温泉の町交流のため以下について今後、協議を行う。
① 両地方自治体の代表団の相互訪問の実施
② 相 互 訪 問においては、双 方 の自治 体 の 得 意 分 野について施 設

訪問、意見交換を通じて双方が研修機会を提供
③ 両自治体の子供たちが異文化に触れることは大きく飛躍する機

会を創設するものであるとの認識のもとでの青少年の交流
④その他、両自治体の相互理解を深めるための交流事業
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